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新

著

紹

介

●
日
本
純
濟
史

法
華
博
士

瀧
.
・本

誠

一
署

本
書
に
慶
應
華義
塾
大
學
に
於
け
ろ
講
義

の
稿
本

に
修
飾
為
加

へ
ら
れ
占(

も
.の
で
、
其

の

一
部
分
に
既

に
學
術
雑
誌
に
掲
載
挙
れ
た
も
の
も
あ
ろ
。

封
建
制
度
、
法
制

の
不
統

一
、
土
地
制
度

、徳
川

氏
及
諸
大
名
の
財

政
、
貨

.

幣
問
題
、
通
商
政
策
、
徳
川

氏
の
道
路
交
通
政
策
、
都
市

の
膿
達

、
四
民

雑

録

新
著
紹
介

　

の
纒
滑
状
態

、
封
建
時
代
の
経
済
思
想
等

が
説
か
れ
て
み
ろ
・
序
文
に
ば

}
.「

本
書
な
日
本
経
済
史
ぐ」
題
す
ろ
ば
鹸
り
に
大
袈
裟
に
し
て
其

の
名
、其
の

實

に
副
ば
ざ
る
な
恐
る
、
故

に
小
題
ξ
し
て
徳
川
氏
封
建
制
度

の
縄
濟
約

説
嬰

・
し
た
の
で
あ
ろ
L
ε
記
し
て
め
ろ
。
徳
川
時
代
が
封
建
制
度
の
時

}
代
な
司
や
否

や
ば
、
種

々
議
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
所
で
あ

る
が
、
封
土
關

係

ぐ、
主
従
關
係

が
封
建
制
度
の
本
質
で
.あ
ろ
以
上
に
、
徳
川
時
代
ば
封
建

の

時
代
で
あ
の

、
鎌
倉
時

代
以
後
の
封
建

に
比
し
て
著

し
く
集
熊
的
で
あ

ろ

か
ら

、
余
ば

こ
れ
か
中
央
集
椹
的
封
建
制
度
ご
名

づ
け
、
徳
川
時
代
の
穂

積
の
政
治
上
職
會

上
経
済
上
の
問
題
は
、
と
の
封
建
制
度
々
離
れ
て
ば
説

明
す
る
ご
ざ
の
出
来

迎
も
の
で
め
ゐ
ミ
考

へ
て
る
ゐ
。
博
士
の
本
書
に

.

帥
ち
、
、の
酷
に
観
て
、
そ
の
該
博
な

る
見
識
の
下
に
、
瑣
細
な

る
事
實
の

音
素

奄
遊
げ
て
、
纒
濟

的
畿
展
の
大
綱
か
捉

へ
、
.明
快

な
る
論
断
な
下
さ

れ
た
も
の
で

あ
る
。
各
車
末
に
ば
多
く
の
参
考
書
が
掲
げ
て
あ
り

、
殊

に

巻
末

に
経
済
年
表
為
附

ぜ
ら
れ

た
こ
ミ
ば
、
頗

る
便
利
で
め

る
。
必
ず
し

も
古
A
]
な

一
貫

ぜ
る
日
本
経
済
史
で
ば
な
く
、
徳
川
時

代
だ
け
の
事
で
に

あ
ろ
が
-
然
し
學
界
に
重
量
奄
な
す

へ
き
本
書
な
得
た
こ
ε
ぱ
、
祓
幅
す

へ
き

こ
、、・
で
あ
ら
う
。
(菊
判
四
四
三
頁

、定
例
六
国
、國
丈
堂
機
行
)

◎
國
史
上
の
耐
會
問
題

文
學
博
士

三
浦
周
行
著

世
界
大
戦
の
前
後
か
ら
我
国
で
も
弛
會
問
題
が
喧
し
く
論
議
さ
耗

ろ
や

う
に
な

っ
た
が
、
如
何

に
人
類
共
通

の
利
害
關
係

に
立

脚
し
て
居

る
こ
ε

が
多

い
か
ら
♂、
に

い
へ
、
問
題
の
性

質
ε
し
て
、
国
民
の
歴
更

や
国
民
性

の
考
察

ね
度
外
醜
し
て
適
當
の
解
決
為
壁
む
・
ミ

に
恐
ら
く
困
難
で
あ
ら

う
。
本
書
に
我
国

上
古
以
来
の
祉
會
組
織

や
制
度
状
態

、
及

び
其

缺
陥

か

第

†
二
巻

(第
二
號

】
五

一
.)

三
四
三

一

、

'
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雑

録

寄
贈
躙
書

ら
生

じ
た
枇
會
問
題
、
そ
れ
に
封
ず

る
政
策
な
ご
の
重
な
る
も
の
な
概
説

し
批
判

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
現
時
に
於
げ

る
祉
曾
問
題
の
解
決

に
資

す
べ
き
瓢
あ

る
な
疑
ば
な

い
。
所
謂
枇
會

問
題
の
意
餐
範
圏

に
つ
い
て
に

。

多
少
墨

つ
た
葦

有
す

ろ
人
も
あ
ら
う
げ
れ
こ
も
本
審
に
我
国
肚
會
史
の

大
綱
な
知

る
に
遮
営
な
も
の
ε
し
て
腐
く
江
湖

に
薦

め
た

い
。
.全
文
四
號

活
字
な
以
て
印
刷
さ
れ
て
居

ろ
。
(四
七
剣

、
三
六
四
頁
、
党
債
参

圓
七
拾

銭
、
大
鑑
闇
張
行
)

幽

●
日
本
國
民
史

齋
藤

斐
貴
著

本
書
ば
・
従
来
の
国
史
が
其
の
攣
遷

の
外
形
的
証
迦

に
止
謀
リ

、
而
も

政
治
職
争
制
度
等
2

方

に
偏
素

み
も
の
な
乃
が
故

ド
、
徒
ら
に
無
味

乾
燥

に
流
れ
、
且
祉
會
生
活
に
交
渉

少
な
き
寿
撒
憾
こ
し
、
国
民
全
膿
の

活
動
ρ
そ
の
文
化
生
活

の
内
容
及

び
由
來
を
考
駁
し
、
以
て
そ
の
思
想
感

情

に
溯
り
、
我
が
國
艦
圃
民
性
の
根
本
々
明

に
ぜ
ん
ε
の
趣
意
か
ら
出
来

上
っ
た
』
の
で
あ
る
。

「
の
新
し
春
試
み
ε
し
て
、
時
代
の
要
求
に
投
ず

る
題
目
た
る
こ
ε
々
失
11
な

い
。
然
し
そ
の
時
代
別
も

内
容

も
、
從
來
の

歴
婁

感

す
し
も
著
し
く
異
れ
る
も
の
で
ば
な
く
、
文
化
史
的
の
部
分
も

睦
守
し
も
多
く
あ
る
課
で
ば
な

い
。
殊

に
明
治
大
正
時

代
に
於
て

説
く
所

の
も

の
が
、
大
都
分
、
維
新
の
欺
治

や
、
日
浦

職
$

叩
-、

日
露
職
事
乃
至

世
界
大
戦
で
め

る
に
至

っ
て
匡
、
從

來
の
政
治
史
的
の
歴
史
を、
匠
別
し
て

所
謂
国
民
奥
ご
し
て
の
憲
義
に
果
し

て
何
盧

に
存
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

(菊
判
六
四

七
頁
、定
慣
四
圓
五
拾
鍍

、培
風
館
嶺
行
)

(本

庄

榮

治

郎
)
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